


とわの森三愛初出品！！

〜未利用資源を利用した和牛肥育を目指して〜







和牛飼育に取り組み
きっかけ１

飼料高騰などの変化にも負けない経営を
目指す必要がある！

そ
こ
で

機農コースに通う生徒の大半が
酪農後継者



和牛飼育に取り組み
きっかけ１

乳牛だけでだけでなく
肉牛を取り入れた経営の在り方を

考えていくため



３年後
２０２７年

全国和牛能力共進会
北海道大会

出場

和牛飼育に取り組み
きっかけ２



高校生の和牛生産への取り組みを
活発化させていくため

高校で和牛の学習が進んでいない。。。

本校が先陣を切って共進会へ参加！

そ
こ
で

和牛飼育に取り組み
きっかけ２



一昨年待望の
１期牛群４頭誕生

和牛飼育の始まり



鹿児島大会に向けて

ココア号を含めた４頭の調教

正確な歩様ができるように生後４ヶ月から
たくさん引き運動



鹿児島大会・北海道予選

４頭の中から１頭選抜、出場

高校は本校のみ

農業大学校との一騎打ち

残念ながら、
本戦出場は叶わず



大会後、４頭のうち１頭を３年後の北海道大会に向けて繁殖

他３頭は売却予定

和牛生産への想いが強くなり３頭の肥育を開始



家の飼育方法とは違った形で
育てたい！！



未利用資源を利用した飼育

「お茶製品製造工程で出る茶かす」

北海道コカ・コーラボトリング株式会社提供

配合飼料に混ぜ、１日２㎏給与

配合飼料の価格高騰に基づき、
エコフィードの給与を開始



出荷するまで牧草ロールの給与

酪農学園大学
『健康的な牛づくりをする』



出荷

今年９月、３０ヶ月齢の雌牛の出荷

とわの森三愛高校
初の肉用牛出荷

等級：A4ランク



肉の改善

脂の色

原因

・牧草の給与

理念を尊重しつつ

脂肪の色合い改善を！！



脂肪の色合い改善

＊２期牛群より実施を検討

・学園内から出る未利用資源や麦稈の給与

・放牧を取り入れ、
一定期間の運動を取り入れる



食味調査

今年１１月、
９月初出荷を果たした
シリウス号の食味調査

各４部を用意

一部部位は一般に流通している
お肉を用意、食べ比べ



・和牛特有のきめ細かいサシが見られた

・どの部位も美味しかったが、
特にサガリが美味しかった

とわの森ブランドとして
お届けできる品質

感想

・オーストラリア産のサガリと比べてとわの森の方が
歯ごたえがあって噛むたびに肉の味が出てきて
食べごたえがあった



今年度の振り返り

１．１期牛群４頭の締めくくりの年

２．繁殖牛１頭、肥育牛３頭から
様々な学びがあった



来年度の取り組み
１．今年度の経験を次の牛群に活かし、

肉質向上やとわの森独自の飼養管理を
目指す

２．全国和牛能力共進会にて
とわの森和牛が北海道和牛として
発進できるような牛づくり



今後も活動していきます！！


